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手術看護認定看護師は、手術を受ける全ての患者さんに対し術前、術中、術後を通
して安全で安楽な看護を提供することを目標としています。中でも手術中の看護は神
経・皮膚損傷予防、体温管理、麻酔介助、器械出しなど特殊性、専門性が高い分野で
す。患者さんが安心して手術が受けられるよう、日々スタッフと共に頑張っています。
現在は手術室における術中看護が中心ですが、術前、術後訪問を通して病棟や外来

との連携を強化し、患者さんがより安楽に過ごすことができるよう積極的に活動してい
きたいと考えています。また、手術看護認定看護師は2013年10月現在で全国に264
名、北海道地区には13名（札幌は3名）と人数的にはまだまだ少ない状況です。半年間
共に学んだ同志が、全国各地で活躍していることに勇気づけられ、活力をもらっていま
す。
今後は微力ではありますが、地域の手術看護の発展にも尽力できるよう頑張ってい

きたいと思っています。

この度、感染管理認定看護師となりました山本と申します。当院は、高度急性期医療

を担う自治体病院であり、また道内唯一の第一種感染症指定医療機関であることか

ら、感染リスクの高い感染症患者や易感染性患者に対する高度な感染対策を実践する

責務があります。感染管理認定看護師は、患者・家族や病院で勤務する全職員に対して

感染対策の実践・指導・相談を行います。また地域の医療施設の職員が参加可能なICT

セミナーを開催し、標準予防策やノロウイルス・インフルエンザなどの感染対策に関す

る講義や演習も行っています。

これから知識と経験を積んで、患者及び全職員、家族や面会者を病院感染から防御

し、安全で質の高い医療の提供に貢献できるよう努めて参りたいと思います。地域の皆

様、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

現在日本人の２人に１人が、がんに罹患する時代を迎え、がん化学療法は、治癒を目
指す治療から症状緩和まで、あらゆるがんに対し幅広く行われている治療です。また、
がん化学療法薬は一般薬と比べて効果および副作用の用量作用曲線が隣接してお
り、効果が期待できる量を投与すると必然的に副作用が生じます。
がん化学療法看護は、治療決定時の意思決定支援に始まり、治療前から治療後の心

身のケア、終末期ケアまで多岐に渡ります。そのため、私はがん化学療法看護認定看
護師として、患者さんが安心して苦痛が最小限に治療をうけられるよう確実な投与管
理と副作用の予防や早期対処の実践およびスタッフへの指導を行っていきたいと考え
ています。
がん化学療法を受ける患者さんの治療の場も入院から在宅へと移行しつつあり、病

院内だけでなく、地域に根差した看護ができるよう邁進していきたいと思いますので、
よろしくお願いいたします。
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新たな認定看護師が誕生しました！
新たな３人の認定看護師から、メッセージをいただきました。

第2回病院ボランティア国際フォーラムを終えて
市立札幌病院ボランティアの会

　　　　　　“やさしさ・ジェントル”
ボランティアコーディネーター　向 井 和 恵
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国内や世界各国で活動する病院ボランティアが集い、活動状況の報告や意見交換を行う病院ボランティア国際フォー
ラムの第2回が2013年9月12、13、14日の3日間ホテルライフォートにて開催されました。国内外から総勢450名のご
来賓や参加者をお迎えし、お蔭様で成功の裡に終えることができました。
前回は「病院ボランティアはいかにあるべきかを学ぶ」ために集い、交流を深めながら学んだ結果、その後10年の歳月

を経て、私たちの活動は根付きました。今回、「病院ボランティアからみた社会の現状・課題・展望」をテーマにフォーラムを
開催することができましたのは、病院ボランティアが各地で活躍しているそのような成熟があるからこそと思い、感謝の下
に、秋に相応しい清々しい開催日の朝を迎えることができました。
基調講演では、カン・ヒュン・リー博士は「国際ボランティア活動の現状」について、スーディK.和代博士は「ボランティ

ア活動が大切であることの理由と推進方法」について、参加者に情報と大きな示唆を与えて下さいました。また、分科会
では、現代社会が抱えている様々な困難や震災などの自然災害の前でも、お互いが支えあい関わりあうことに価値があ
り、助け合う仲間を増やし、若い世代に受け継いでいくことの大切さを話し合いました。
終了に際し「経済優先で築き上げてきた私たちの社会ですが、震災、自然災害の前では脆いものであることを知りまし

た。ボランティア活動で培った人間力は社会再生の大きな力になると信じます。磨かれた感性が、未来への力になることを
次の世代に伝えていきましょう。」のメッセージを発信しました。
今回は多数の学生が参加したことに併せ、開催のためボランティアが行った活動の他、多くの関係者からご寄附等の力
強いご支援を頂き実現できた手作りのフォーラムでした。特にお世話になった病院の皆様に重ねて厚くお礼申し上げ、ご
報告させていただきます。
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